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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 22日 (2007.3.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 体 を 吐 出 す る 吐 出 口 を 有 す る 吐 出 部 と 、 計 量 部 の 計 量 孔 の 内 壁 面 に 密 接 し て 摺 動 す る
プ ラ ン ジ ャ ー の 後 退 移 動 に よ り 液 材 を 計 量 孔 に 吸 入 し 、 プ ラ ン ジ ャ ー の 進 出 移 動 に よ り 液
材 を 前 記 吐 出 部 よ り 吐 出 す る 計 量 部 と 、 液 材 貯 留 部 と 計 量 部 と を 連 通 す る 第 一 の 位 置 、 お
よ び 吐 出 口 と を 連 通 す る 第 二 の 位 置 、 を 切 り 替 え 、 か つ 、 前 記 吐 出 部 と 前 記 計 量 部 に 密 着
し て 摺 動 す る バ ル ブ と 、 か ら な る 液 体 材 料 の 吐 出 装 置 に お い て 、 前 記 計 量 部 を 前 記 液 材 貯
留 部 の 先 端 部 に 配 設 す る こ と を 特 徴 と す る 液 体 材 料 の 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 計 量 部 を 前 記 液 材 貯 留 部 の 先 端 部 に 連 接 し て 配 設 す る こ と 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 液 体 材 料 の 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 計 量 部 を 前 記 液 材 貯 留 部 の 先 端 部 に 一 体 に 形 成 し て 配 設 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 液 体 材 料 の 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 バ ル ブ は モ ー タ を 駆 動 源 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ 記 載 の い
ず れ か の 液 体 材 料 の 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 計 量 孔 は 、 前 記 計 量 部 の 内 壁 面 に 穿 っ た 少 な く と も ２ つ の 孔 の う ち の １ つ の 孔 と す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の い ず れ か の 液 体 材 料 の 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 計 量 孔 は 、 前 記 計 量 部 の 内 部 底 面 か ら 貯 留 部 側 へ 延 出 さ れ た 管 を 形 成 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 液 体 材 料 の 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

を

前 記 吐 出 部 を 前 記 貯 留 容 器 側 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 を 有 し 、 前 記 付 勢 手 段 に よ っ て 、 前 記
吐 出 部 と 前 記 計 量 部 と の 間 に 位 置 す る 前 記 バ ル ブ を 、 前 記 吐 出 部 と 前 記 計 量 部 に 密 着 し て
摺 動 可 能 な 状 態 に 挟 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ６ 記 載 の い ず れ か の 液 体 材 料 の
吐 出 装 置 。



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 前 記 間 隙 は 、 弁 体 の 摺 動 を 円 滑 に す る た め 弁 体 と 弁 座 と の 間 に 規 定 量 設 け ら れ て
構 成 さ れ て お り 、 こ の 間 隙 に 満 た さ れ た 液 材 は 、 急 峻 な 圧 力 上 昇 を 望 む 吐 出 シ ス テ ム に お
い て は 、 不 要 な 液 材 占 有 空 間 が 広 が る こ と と な り 、 分 解 洗 浄 を 必 要 と す る な ど 非 常 に 手 間
の か か る 作 業 を 要 し て い た 。 ま た 、 こ の 間 隙 に 入 り 込 む 液 材 を 制 御 す る こ と は で き ず 吐 出
量 の 安 定 性 を 妨 げ る 要 因 と も な る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 《 全 体 構 造 》
　 本 発 明 の 液 体 材 料 の 吐 出 装 置 は 図 １ に 示 す よ う に 、 平 行 に 配 置 さ れ た 、 ベ ー ス １ 、 板 （
天 板 ） ３ 、 中 間 板 ４ と そ れ ら を 結 合 す る 支 柱 板 ２ と で 構 成 し た 機 枠 と 、 ベ ー ス １ に 配 設 さ
れ た バ ル ブ 部 と 、 ベ ー ス １ お よ び 中 間 板 ４ の 間 に 配 設 さ れ 、 一 体 に 形 成 さ れ た 液 材 貯 留 部
１ １ と 計 量 部 １ ２ と か ら な る 液 材 供 給 部 と 、 天 板 ３ と 中 間 板 ４ の 間 に 配 置 さ れ ね じ 伝 導 装
置 を 用 い プ ラ ン ジ ャ ー 駆 動 部 と 、 ベ ー ス １ の 下 方 に 配 設 さ れ た ノ ズ ル ベ ー ス ２ ５ に 配 設
さ れ た 吐 出 部 と で 構 成 さ れ て い る 。
　 以 下 、 各 部 の 構 成 を 詳 細 に 説 明 す る 。
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